
ＩＥＣ東京大会いよいよ開幕

技
術
の
融
合
で
増
す
重
要
性

野の間ま口くち有たもつ氏ＩＥＣ東京大会組織委員会委員長（三菱電機相談役）

東京大会の意義
　
Ｉ
Ｅ
Ｃ
東
京
大
会
が

年
ぶ

り
に
日
本
で
開
か
れ
る
。
日
本

で
大
会
を
開
催
す
る
意
義
や
、

わ
が
国
の
国
際
標
準
化
に
お
け

る
取
り
組
み
、
今
後
の
期
待
な

ど
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
東
京
大

会
組
織
委
員
会
委
員
長
の
野
間

口
有
氏
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

◇
　
　
◇

　
日
本
で
開
催
す
る
の
は
今
回

で
４
回
目
だ
。
回
を
追
う
ご
と

に
、
国
際
標
準
の
重
要
性
が
増

し
て
き
て
い
る
。
国
際
標
準
が

産
業
に
関
わ
る
事
業
者
に
と
っ

て
重
要
な
時
代
か
ら
、
一
般
消

費
者
も
含
め
て
安
全
・
安
心
な

製
品
を
手
に
す
る
た
め
に
重
要

だ
と
認
識
さ
れ
る
時
代
に
な
っ

て
き
た
。
技
術
の
融
合
や
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
が
広
が
っ
て
き
て
お

り
、
わ
が
国
に
と
っ
て
Ｉ
Ｅ
Ｃ

総
会
を
開
催
し
て
世
界
中
か
ら

百
数
十
カ
国
・
地
域
か
ら
集
ま

っ
て
も
ら
う
の
は
大
変
意
義
の

あ
る
こ
と
だ
。

　
現
在
、
東
京
大
会
へ
の
期
待

は
間
違
い
な
く
高
ま
っ
て
い

る
。
国
際
標
準
化
に
関
わ
る
セ

ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
と
、
毎
回
多
く
の
方
に

参
加
い
た
だ
け
る
。
企
業
の
製

造
責
任
者
や
営
業
責
任
者
だ
け

で
な
く
、
地
方
自
治
体
や
消
費

者
も
含
め
て
、
参
加
者
に
広
が

り
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
は
従
来
、
ス
タ

ン
ド
ア
ロ
ー
ン
の
製
品
が
中
心

だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
は
ス
マ

ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力

網

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

シ
ス
テ
ム
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
提
供
さ
れ
る
も
の
が
問

題
な
く
機
能
す
る
た
め
の
規
格

づ
く
り
に
力
を
入
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ

ー
チ
と
呼
ん
で
い
る
。

　
日
本
は
シ
ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ

ー
チ
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

り
、
世
界
の
人
た
ち
に
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
披
露
で
き
る

だ
ろ
う
。

　
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
を
乗
り
越
え
て
、
見
事
に
活

気
を
取
り
戻
し
た
日
本
の
姿
を

見
て
い
た
だ
く
。
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格

を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
多
く
稼

働
し
て
お
り
、
そ
れ
が
活
気
の

源
に
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
と
も

成
功
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
。

談

世
界
百
数
十
カ
国
・
地
域
か
ら
参
加
１
１
月
４
日
｜
日

　

月
４
日
か
ら

日
ま
で
東
京
・
丸
の
内
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
メ
ー
ン
会
場
に
国
際
電
気
標
準
会
議

Ｉ
Ｅ
Ｃ

東
京
大
会
が
開
か
れ
る
。
世
界
百
数
十
カ
国
・
地
域
か
ら
関
係
者
が
来
日
し
、
国
内
を
含
め
て
１

５
０
０
人
以
上
の
参
加
を
見
込
む
。
従
来
は
な
か
っ
た
大
会
コ
ン
セ
プ
ト
を
「“

　

　―

　―
」
に
設
定
。
近
年
力
を
入
れ
て

い
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力
網

な
ど
ス
マ
ー
ト
分
野
に
焦
点
を
当
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。
日
本

の
得
意
分
野
で
も
あ
り
、
活
躍
の
場
も
広
が
り
そ
う
だ
。

国
際
標
準
、
ス
マ
ー
ト
分
野
に
焦
点

東
京
大
会
併
催
イ
ベ
ン
ト
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２
０
１
４
年
か
ら
Ｉ
Ｅ
Ｃ

会
長
に
就
い
た
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
の
野
村
淳
二
氏
が
提
唱
し

て
い
る
の
が
「
シ
ス
テ
ム
・

ア
プ
ロ
ー
チ
」
だ
。
従
来
の

規
格
開
発
は
太
陽
光
発
電
や

燃
料
電
池
な
ど
製
品
単
品
の

仕
様
や
試
験
方
法
を
主
に
対

象
と
し
て
き
た
。

　
た
だ
昨
今
、
産
業
界
中
心

に
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
や
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー

次
世
代

環
境
都
市

な
ど
社
会
イ
ン

フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
輸
出
が
議

論
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
装
置
や
部
品
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
と
し

て
の
標
準
化
が
大
き
な
課
題

と
し
て
浮
上
し
て
い
る
。

　
特
に
環
境
、
安
全
、
健
康

分
野
に
お
い
て
シ
ス
テ
ム
・

ア
プ
ロ
ー
チ
が
強
く
求
め
ら

れ
る
。
な
ぜ
な
ら
使
用
者
視

点
で
考
え
れ
ば
、
構
成
部
材

の
規
格
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

問
題
で
は
な
く
、
使
い
勝
手

を
左
右
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し

て
の
性
能
な
ど
が
最
も
重
要

だ
か
ら
だ
。

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
輸
出
は
参
加
す
る
プ
レ
ー

ヤ
ー
も
多
い
。
受
け
入
れ
る

地
元
政
府
以
外
に
、
メ
ー
カ

ー
や
金
融
・
保
険
機
関
、
施

工
業
者
、
運
用
会
社
、
保
守

管
理
業
者
な
ど
幅
広
い
。
各

社
に
よ
る
事
業
参
加
の
判
断

材
料
と
し
て
、
国
際
規
格
の

存
在
は
不
可
欠
だ
ろ
う
。

　
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
現
在
進

ん
で
い
る
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
関
連
の
標
準
化
は
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
海
洋
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
送
電
シ
ス
テ
ム
、

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
、
太
陽

熱
発
電
、
鉄
道
、
電
力
貯
蔵

シ
ス
テ
ム
、
水
の
再
利
用
な

ど
挙
げ
れ
ば
切
り
が
な
い
ほ

ど
だ
。
そ
の
中
で
、
日
本
が

幹
事
国
や
議
長
、
コ
ン
ビ
ナ

主
査

を
務
め
て
い
る
技

術
専
門
委
員
会
な
ど
も
少
な

く
な
い
。

　
例
え
ば
、
２
０
１
２
年
に

技
術
専
門
委
員
会
新
設
が
認

め
ら
れ
た
の
が
電
力
貯
蔵
用

蓄
電
シ
ス
テ
ム
だ
。
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
の
中
核
を
担
う

大
規
模
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
を
日
本
主
導
で
進
め
ら

れ
る
成
功
事
例
に
な
り
そ
う

だ
。

　
他
に
も
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
関
連
の

標
準
化
の
動
き
は
活
発
だ
。

そ
の
内
容
も
、
利
用
場
面
の

整
理
や
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

通
信
機
能
付
き
電
力
量

計

、
宅
内
配
線
、
グ
リ
ッ

ド
内
の
電
力
制
御
、
家
電
製

品
と
の
連
携
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
ー
に
関
し
て
も
Ｉ
Ｅ
Ｃ

内
で
標
準
化
へ
向
け
た
検
討

に
入
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
ス
マ
ー
ト
分
野
の

大
半
は
技
術
開
発
が
完
全
に

終
わ
っ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
実

証
試
験
段
階
の
も
の
も
多

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
標

準
化
が
同
時
進
行
し
て
い
る

こ
と
は
、
１
９
０
６
年
設
立

の
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
歴
史
上
で
画
期

的
な
こ
と
だ
。

　
こ
れ
も
ま
た
野
村
Ｉ
Ｅ
Ｃ

会
長
が
注
力
し
て
い
る
産
業

界
と
の
連
携
の
一
環
で
あ

る
。
従
来
の
Ｉ
Ｅ
Ｃ
は
技
術

に
偏
り
す
ぎ
て
規
格
開
発
期

間
も
長
い
た
め
、
産
業
界
の

動
き
と
乖
離
し
て
し
ま
い
が

か
い
り

ち
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
産
業

界
の
声
を
よ
り
聞
く
よ
う
に

し
て
、
産
業
界
と
歩
調
を
合

わ
せ
、
時
に
は
先
回
り
し
て

国
際
規
格
を
整
備
す
る
姿
勢

へ
転
換
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
シ
ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ
ー

チ
、
特
に
ス
マ
ー
ト
分
野
の

標
準
化
は
日
本
の
産
業
界
に

と
っ
て
も
渡
り
に
船
。
日
立

製
作
所
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、

東
芝
、
三
菱
電
機
が
そ
れ
ぞ

れ
国
際
競
争
力
の
高
い
独
自

技
術
を
持
っ
て
い
る
。
各
社

は
標
準
化
に
も
積
極
的
で
、

関
連
す
る
技
術
専
門
委
員
会

な
ど
の
要
職
に
人
員
を
多
く

送
り
込
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
政
府
の
イ
ン
フ
ラ

シ
ス
テ
ム
輸
出
戦
略
で
は
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
な
ど

日

本
の
お
家
芸

の
標
準
化
を

先
導
す
る
た
め
、
東
南
ア
ジ

ア
な
ど
と
の
関
係
強
化
を
う

た
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
Ｉ
Ｅ
Ｃ
東
京
大
会

は
世
界
へ
向
け
た
日
本
の
先

端
技
術
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

で
あ
る
と
と
も
に
、
東
南
ア

ジ
ア
な
ど
を
念
頭
に
国
際
標

準
化
の
世
界
で
仲
間
づ
く
り

を
推
進
す
る
絶
好
の
機
会
と

な
り
そ
う
だ
。

　
毎
年
１
回
開
催
さ
れ
る
Ｉ

Ｅ
Ｃ
大
会
は
通
常
、
総
会
お

よ
び
Ｉ
Ｅ
Ｃ
上
層
委
員
会
、

技
術
専
門
委
員
会
、
分
科
会

の
開
催
な
ど
が
主
と
な
る
。

し
か
し
日
本
で
の
開
催
に
あ

た
り
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ビ
ジ
ッ

ト
や
技
術
展
示
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
大
会
コ
ン
セ
プ

ト
に
沿
っ
た
併
催
イ
ベ
ン
ト

を
設
け
て
い
る
。

　
テ
ク
ニ
カ
ル
ビ
ジ
ッ
ト
は

各
企
業
な
ど
が
独
自
に
ビ
ジ

ッ
ト
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
海

外
の
技
術
専
門
家
に
対
し

て
、
最
先
端
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

年
４
月
に
福
島
県
郡
山
市
に

開
所
し
た
産
業
技
術
総
合
研

究
所

産
総
研

の
「
福
島

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

所
」
を
紹
介
す
る
ビ
ジ
ッ
ト

な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　
Ｉ
Ｅ
Ｃ
大
会
は
基
本
的
に

は
各
国
の
国
際
標
準
の
技
術

専
門
家
が
参
加
す
る
も
の
だ

が
、
今
回
は
併
催
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
技
術
展
示
会
な

ど
、
一
般
に
公
開
さ
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。

　
一
般
公
開
す
る
の
は

日

時
半
か
ら
産
総
研
な
ど
が

主
催
す
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
市
場
を
拓
く
た
め
の
国

際
標
準
化
」
、

日

時
か

ら
東
京
商
工
会
議
所
が
主
催

す
る
「
企
業
に
お
け
る
国
際

標
準
の
活
用
と
グ
ロ
ー
バ
ル

戦
略
」
、

日

時
半
か
ら

Ｉ
Ｅ
Ｃ
活
動
推
進
会
議
が
主

催
す
る
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る

国
際
標
準
化
動
向
」
の
三

つ
。
ま
た

、

の
両
日
行

わ
れ
る
技
術
展
示
会
も
一
般

に
公
開
さ
れ
る
。
併
催
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
の
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
。

　
そ
の
他
、
東
京
都
の
主
催

に
よ
り
、
海
外
か
ら
の
参
加

者
に
対
し
て
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
な
ど
へ
の
都
内
観
光
ツ

ア
ー
や
、
お
茶
、
着
物
の
着

付
け
な
ど
の
文
化
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
大
会
を

盛
り
上
げ
る
。


